
８章 情報発信とレゼンテーション
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ハイパリンクと動的コンテンツ（p86）
• ハイパリンク

– URIとテキストの関係（独立している）
<a href=”uri”>                
テキスト

</a>
• 相対URIの概念

–同じディレクトリにファイルがある場合
–異なるディレクトリにファイルがある場合（敷居が
高い）



プレゼンテーション（p87）
• プレゼンテーション

–聴衆の前で自分の考えやアイデアを提示する行為
–限られた時間（短時間）で
–効率よく目的とする情報を伝える

• 必要なもの
–スライド
– OHP
–プロジェクタ等



チェック項目（p88）
• 割当て時間の厳守

–時間を守ることを習慣付ける
• 聞き手の前提知識や関心に合わせる

–聞き手との共同作業
• 聞き手にサービス

–関心を引き付ける内容の工夫
• 練習する

–上達は経験を積むしかない
• 一定のペースで

– １～２分/枚



チェック項目（続き）

• 短いキーワードを記す
–文章を読んだり読ませたりしない

• ５項目程度の内容
–内容に合わせて順に表示

• 大きな文字
–最後尾からでも見える大きさ

• 絵や図を用いる
–必要に応じて、アニメーションの機能を活用



パソコンを使用する場合の注意点

• プロジェクタ側のケーブルのコネクタ形状
• スクリーン、演台、プロジェクタの位置関係

–電源ケーブルが届かない
• パソコンのハングアップ
• 色使い

–事前に投影し、確認
• ポインタ、時計
• 発表用ファイルのバックアップ
• 必要に応じて講演資料の配布



OHPの注意点
• OHPシートが台の上で滑りやすい
• OHPの近くは、電球の発熱で暑い
• スクリーンに投影したときに、台形に投影される
ことが多い

• OHPシートに発表順のインデックスを付ける
• OHPシート同士は、静電気でくっつきやすい
• OHPシートのコストが高い
• 修正が難しい


